
令和６年度 事業実績報告について 
 

○ 概要 

    会員が製造販売する製品の品質向上や有効性、安全性の確保を目指し、「医

薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律」に基づく

許認可手続をはじめ、製造管理及び品質管理に関する基準（ＧＭＰ・ＱＭＳ）、

品質保証の基準（ＧＱＰ）及び安全管理の基準（ＧＶＰ）等に関する情報提供

や研修会の案内を行うとともに、薬務衛生課と合同で薬事研修会を開催した。 

  加えて、令和６年度は、製薬協会の認知度向上を図るためウェルエイジング

フェア２０２４熊本の協賛を行い、令和元年度以来、５年ぶりに親睦ボウリン

グ大会を開催することができた。 

また、熊本県薬事審議会並びに熊本県後発医薬品安心使用・啓発協議会の委

員として会員企業から選任して就任中である。 

そのほか、団体連合会の構成団体として各行事に参加するとともに、各公益

団体の活動に対して支援を行った。 

 

○ 事業 

 １ 研修会の開催並びに各種研修会・相談会の案内 

   医薬品産業の国際化に伴い強化されたＧＭＰ省令の取扱い等について、

行政と連携し、研修会を開催するとともに、最新の薬事情報等を入手するた

め各種研修会・相談会の案内を行った。 

 

・02月 22日   PMDA戦略出張相談（ﾚｷﾞｭﾗﾄﾘｰｻｲｴﾝｽ総合相談）及び医療

機器関連セミナー 

        （福岡県保健医療介護部薬務課主催） 

 

・06月下旬     令和 6年度毒物劇物取扱者試験受験講習会 

～07月上旬   （公益社団法人福岡県製薬工業協会主催） 

   

   ・9月 2･3日    令和 6年度「人権同和問題に関する事業主等研修会 

～12月 15日 （熊本県）  

  

   ・10月 18日  合同薬剤研修会開催にあたり竹内熊本県副知事に協力依

頼 

 

・11月 29日   令和 6年度医薬品等薬事講習会（旧医薬品承認申請実務

担当者研修会） 

                      （公益社団法人福岡県製薬工業協会主催） 

  

・12月 13日    薬事研修会（熊本県製薬協会・薬務衛生課共催） 

          参加者：会員 36名,会員外 25名,関係者 6名，県職員 42名  

                      熊薬連 4名，会員グループ企業 12名， 

合計 125名 

           演題「今後の社会保障制度について 



 ～特に医療・医薬品制度について～」 

             株式会社再春館製薬所顧問  

二川一男氏（元厚生労働事務次官） 

                               

 ２ 情報の収集提供や事務局機能等の強化 

   情報活動の推進と情報提供を図るため事務局機能を維持して、会員や消

費者からの各種相談に応じた。 

 

①  各種申請・届出等についての相談窓口 

・ 一般の方からの会員製造医薬品に係る問い合わせの対応。 

②   行政通知の配信 

・ 県庁薬務衛生課からの行政通知のお知らせ 

③  熊本県警察本部外事課が主催する「熊本県技術情報流出防止ネット   

ワーク」に参画。 

④  事務局の通信セキュリティシステムの導入による安全性の向上。 

➄  協会に認知度向上を図るためウェルエイジングフェア 2024熊本 

の協賛を行う。 

⑥ 新規会員の加入促進 

・ 薬事研修会等の機会を利用し、会員外受講者に対して入会を勧め 

る呼びかけを実施。 

 

 ３ 会員相互の交流促進 

   会員相互の親睦と連携を図るためのレクリエーション及び懇親会を開催 

   ・3/2 親睦ゴルフコンペ（10名参加） 

   ・10/25親睦ボウリング大会及び懇親会（ボウリング 12名、懇親会 19名） 

 

 ４ 会員製造の県産医薬品等のＰＲ 

   会員が製造販売する医薬品等の普及を図るとともに、消費の拡大を図る

ため機会を捉えながら商品の展示を行った。 

   ・くすりと健康の週間において会員製造の商品展示 

       （10/11～10/18：県庁地下通路展示ブース） 

   

 ５ 製薬功労者の表彰(模範社員の表彰) 

   製薬功労者３名に対して表彰状及び記念品を贈呈し、定時総会の冒頭に

表彰を行った。 

   ・被表彰者 

       呑田 澄子 様 （リバテープ製薬株式会社） 

      藤本 全司 様 （株式会社 再春館製薬所） 

      前田 安広 様 （日本ﾏｲｸﾛﾊﾞｲｵﾌｧｰﾏ株式会社 八代工場） 

       

 ６ 医薬・健康に関する行政施策等への参画 

   献血、薬物乱用防止、後発用医薬品安全使用・啓発事業等に関する薬務行

政に積極的に協力するとともに、熊本県薬業団体連合会等の事業に参画し、

相互の理解と連携を図り、薬業界の発展に努めた。 



 

    ・熊本県薬事審議会委員として吉田竜児郎理事が参画 

・熊本県後発医薬品安心使用・啓発協議会員として、会員企業の株式会 

社三和化学研究所熊本工場の小野秀典副工場長が参画 

   ・献血推進への協力 

   ・薬物乱用防止運動への協力（名義後援を行うとともに、協力金を支払

う。） 

   ・（公財）熊本県移植医療推進財団賛助会員としての協力（募金を支払う。） 

   ・（公財）熊本県学校保健会の活動支援（協力金を支払う。） 

   ・（公財）結核予防会複十字シール運動への協力（募金を支払う。） 

   ・熊本県薬業団体連合会主催 賀詞交歓会への参加 

      01月 19日 メルパルク熊本において開催（3名出席） 

   ・熊薬連主催 叙勲・厚生大臣･知事表彰者合同祝賀会への参加 

      03月 15日 KKRホテル熊本において開催(5名出席) 

・熊薬連団体長会議・理事会に出席 

08月 28日（渡部副会長、事務局） 

  

７ 情報部会の活動 

    

      【目的】 

   会員企業が抱える問題を掘り起こして、改善策を検討していくこ  

ととして、今回は、「薬剤師の採用」に絞って検討を行っていく。 

         

    【検討内容】 

      現状を把握するため、会員企業に対して「薬剤師の採用」に係るア 

ンケート調査を令和７年度に実施する。 

 

○令和６年 ５月３１日 ＷＥＢ会議 

    ・ 参加者（敬称略）： 吉田、吉住、中村、戍亥、渡部（一）、 

青木（人）、田中、八尋（薬衛課）、大川 

(９名) 

 

○令和６年１０月１１日  

    ・ 参加者(敬称略) ： 吉田、吉住、戍亥、渡部（一）、田中 

八尋（薬衛）、前田（薬衛）、大川 

（８名） 

 

 ８ 総会・役員会の開催 

 

    ・01月 05日 知事への年始挨拶（知事、副知事、教育長、健康福祉部長

など） 

 

   ・02月 16日 令和５年度分会計監査（於：協会事務局） 

 



   ・03月 01日  定時総会・第１回役員会(於：玉名市 司ロイヤルホテル) 

                    20社中 13社出席（26名） 

 

   ・07月 05日 第２回役員会 

           議題 ・令和６年度事業の推進について 

              ・ 

・12月 02日 第３回役員会 

議題 ・令和７年度定時総会等及び第１回役員会の開  

催について 

              ・令和７年度親睦ゴルフコンペの開催について 

・製薬功労者の選考について 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


